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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

 
令和３年度農林水産祭 受賞おめでとうございます 

令和３年度農林水産祭において、山口県漁業協同組合浮島支店が内閣総理大臣賞、株式

会社瀬戸内ジャムズガーデンが日本農林漁業振興会会長賞を受賞し、11月23日（火）、明

治神宮会館（東京都渋谷区）で開催された農林水産祭式典において表彰式が行われました。 

内閣総理大臣賞の山口県漁業協同組合浮島支店では、ナマコの不漁への打開策として、

赤貝の種苗放流を開始し、放流時期や放流方法の改良、単価向上の取組により、赤貝の水

揚は量、金額ともに放流前の４倍に増加するなど、経営改善と漁業後継者確保に繋がる活

動が行われています。 

また、日本農林漁業振興会会長賞の株式会社瀬戸内ジャムズガーデンでは、地域の個性

を活かしたジャムづくりを通して、多様な組織等と連携し、農家の所得向上や観光振興、

移住促進など地域経済の循環に繋がる取組をされています。 

両者とも、農林水産業の振興を通して、活力ある地域づくりに取り組まれており、今後

ますますのご活躍が期待されます。 

≪内閣総理大臣賞≫ 

（水産部門） 

「赤貝に全集中！ 

～目指せ！赤貝産地日本一の山口県～」 

山口県漁業協同組合浮島支店 

≪日本農林漁業振興会会長賞≫ 

（経営多角化部門） 

「ジャム製造を柱に地域資源を活用した

様々な取組により地域を活性化」 

株式会社瀬戸内ジャムズガーデン 
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森
林
の
適
正
管
理
や
林
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
等
に
寄
与
し
て

い
る
経
営
体
を
表
彰
す
る
「
令
和
３
年

度
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
」（
大
日

本
山
林
会
主
催
）
に
お
い
て
、
山
口
県

東
部
森
林
組
合
が
最
優
秀
に
あ
た
る

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
山
口
県
で
は
平
成
16
年
以
来
の

受
賞
に
な
り
ま
す
。 

同
組
合
は
岩
国
・
柳
井
地
域
２
市
５

町
を
エ
リ
ア
と
し
、
路
網
整
備
と
併
せ

た
森
林
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
木

材
生
産
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
木
材
加

工
品
の
生
産
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
の
供
給
等
に
取
り
組
み
、
他
の
森
林

組
合
の
模
範
と
な
る
安
定
的
な
経
営

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
未
利

用
材
や
加
工
の
際
に
発
生
す
る
端
材

を
有
効
活
用
し
、
廃
棄
物
を
限
り
な
く

減
少
さ
せ
る
取
組
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
国
産

材
の
大
型
木
製
パ
ネ
ル
使
っ
た
新
事

務
所
を
建
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新

た
な
木
造
建
築
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
森
林
・

林
業
の
中
心
的
な
推
進
役
と
し
て
、
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

                 

山
口
県
選
奨
は
、
山
口
県
選
奨
規
則

に
基
づ
き
、
山
口
県
の
住
民
の
福
祉
の

増
進
に
関
し
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

者
又
は
団
体
に
対
し
、
選
奨
す
る
も
の

で
す
。 

こ
の
た
び
、
当
管
内
か
ら
「
産
業
功

労
」
と
し
て
、
柳
井
市
の
大
野
君
枝
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

大
野
さ
ん
は
漁
協
女
性
役
員
と
し

て
、
長
年
、
地
域
活
動
や
魚
食
普
及
に

貢
献
さ
れ
た
他
、
山
口
県
漁
村
生
活
改

善
士
と
し
て
、
海
浜
清
掃
や
朝
市
の
開

設
な
ど
活
力
あ
る
漁
村
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
や
ま
ぐ
ち
農
山
漁
村
女
性
起

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
を
務
め
、
農

家
女
性
と
連
携
し
、
県
産
農
林
水
産
物

の
消
費
拡
大
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
浜
の
母
ち
ゃ
ん
の
知

恵
と
技
で
、
水
産
業
の
活
性
化
に
向
け

ま
す
ま
す
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

                

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
推
進
拠
点
の
開
設
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

６
月
16
日
（
水
）
に
、
周
防
大
島

町
の
「
フ
ラ
ワ
ー
＆
グ
リ
ー
ン
藤
屋
」

が
、
花
き
の
「
販
売
協
力
専
門
店
」
に

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
９
月
16
日
（
木
）
に
は
、

柳
井
市
の
「
ハ
ナ
と
も
キ
ッ
チ
ン
」、

11
月
11
日
（
木
）
に
は
周
防
大
島
町

の
「
石
鍋
亭
」
が
、
県
産
農
林
水
産
物

を
積
極
的
に
利
用
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
食

彩
店
」
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
柳
井
・
大
島
地
域
の

「
花
き
の
販
売
協
力
専
門
店
」
は
11

店
舗
、「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
は
26
店

舗
と
な
り
ま
し
た
。 

 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
花
き
の
需
要
低

迷
や
飲
食
店
の
時
短
営
業
な
ど
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
当
事
務

所
で
は
、
今
後
も
、
地
産
・
地
消
推
進

拠
点
と
連
携
し
て
、
地
産
・
地
消
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
農
林
水
産
物

の
需
要
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

            

令
和
３
年
度
「
第
60
回 

全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
」 

受
賞
お
め
で
と
う 

地
産
・
地
消
推
進
拠
点
施
設 

３
店
舗
誕
生
！ 

久賀小学校、周防大島中学校に
県産花のアレンジメント贈呈 

高性能林業機械を使った 

間伐作業の様子 

 

令
和
３
年
度
山
口
県
選
奨 

産
業
功
労 

お
め
で
と
う 

 

山口県選奨 受賞 大野君枝さん 
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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
非
対
面
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
・
販
売
促
進
活
動
や
家
庭
内
消

費
の
需
要
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
地

産
・
地
消
を
進
め
る
た
め
の
新
し
い
取

組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水
産
物
需
要
拡

大
協
議
会
で
は
、
８
月
か
ら
、
新
た
に
、

量
販
店
等
県
下
120
店
舗
に
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
を
設
置
し
、

来
店
者
の
県
産
農
林
水
産
物
へ
の
興

味
を
喚
起
す
る
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
放
映
・
配
信
す
る
取
組
を
開
始
し
ま

し
た
。
柳
井
・
大
島
地
域
で
も
、
販
売

協
力
店
、
直
売
所
、
道
の
駅
な
ど
12
店

舗
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。 

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
お
買
い
物
中
の
お
客

様
に
、
農
水
産
物
の
旬
や
産
地
の
こ
だ

わ
り
を
伝
え
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ 

        

ネ
ー
ジ
で
放
映
す
る
動
画
を
作
成
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
店
頭
で
の
情

報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

よ
り
多
く
の
お
客
様
に
産
地
の
取

組
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
産
・
地
消

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

      

農
業
部
で
は
直
接
農
家
の
皆
さ
ん

に
接
し
て
、
農
業
経
営
の
改
善
や
農
村

地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
し
普
及
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動

の
中
で
、
栽
培
技
術
の
改
善
な
ど
生
産

現
場
の
取
組
み
や
、
市
町
や
Ｊ
Ａ
な
ど

が
開
催
す
る
新
規
就
農
者
の
募
集
な

ど
様
々
な
取
組
み
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。 私

た
ち
が
関
わ
る
地
域
農
業
の
取

組
み
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
SNS
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
の
一
つ

で
あ
る
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ツ
イ
ッ
タ

ー
）
を
利
用
し
て
情
報
提
供
を
は
じ
め

ま
し
た
。
SNS
で
は
興
味
の
あ
る
情
報

を
素
早
く
検
索
し
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
す
る

こ
と
で
情
報
に
接
す
る
機
会
が
増
え
、

皆
さ
ん
が
南
す
お
う
地
域
や
周
防
大

島
地
域
の
農
業
や
農
産
物
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

今
後
は
、
地
域
農
産
物
の
生
育
・
出

荷
情
報
、
新
技
術
の
研
修
会
や
新
規
就

農
者
の
募
集
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

情
報
を
投
稿
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
農
業
部
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

URL

：

https://twitter.com/yanainoug
youbu 

                
    

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た 

新
し
い
農
林
水
産
物 

P

R
の
取
組
開
始 

農
業
部
公
式 

T
ｗ
i

t

t

e

r 

は
じ
め
ま
し
た 

 

地産・地消の推進、 よろしくお願いします 
～やまぐち食彩店の看板贈呈～ 

 

デジタルサイネージ 
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農
業
で
草
管
理
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
労
力
は
膨
大
で
、
考
え
た
だ

け
で
う
ん
ざ
り
す
る
も
の
で
す
。 

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
ロ
ボ
ッ
ト

草
刈
機
。
草
刈
り
を
指
示
す
れ
ば
勝
手

に
動
い
て
勝
手
に
草
を
刈
っ
て
く
れ

る
と
い
う
代
物
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機

の
草
刈
り
版
で
す
。 

８
月
か
ら
周
防
大
島
町
の
み
か
ん

幼
木
園
地
で
試
験
を
行
い
ま
し
た
が
、

当
初
は
草
丈
が
か
な
り
長
か
っ
た
た

め
、
頻
繁
に
立
ち
往
生
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
通
り
刈
っ
た
後
は
比
較
的
順

調
で
、
試
験
終
了
の
１０
月
半
ば
ま
で
、

１
時
間
の
充
電
と
１
時
間
の
草
刈
り

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
と
、
草
丈
は
膝
下
程
度
ま
で
が
よ
い

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
春
の
ま
だ
草
丈

が
短
い
状
態
で
開
始
す
る
と
、
ス
ム
ー

ズ
に
草
を
刈
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

地
面
に
大
き
な
凸
凹
が
多
い
園
地

や
、
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
設
置
園
地
で
の
導

入
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
園

地
で
は
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
実
証
試
験

や
実
演
会
を
通
じ
て
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

     

農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業 

新
庄
南
地
区
で
、
令
和
２
年
度
か
ら
ほ

場
整
備
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。 

 事

業

名
：
農
業
競
争
力
強
化
農
地

整
備
事
業 

事
業
主
体
：
山
口
県 

（
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
） 

地

区

名
：
新
庄
南
地
区 

事
業
工
期
：
平
成
31
年
度
か
ら 

 
 

 
 

 

令
和
14
年
度 

事

業

費
：
794
百
万
円 

事
業
概
要
：
区
画
整
理
工
A=

28.2

ha
、 

用
水
路
工
A=

29.2

ha 
 

石
井
ダ
ム
の
貯
水
を
水
源
と
し
、
用

水
路
工
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
し
て
い

き
ま
す
。 

ま
た
、
ほ
場
の
汎
用
化
を
図
り
地
下

灌
漑
を
可
能
と
す
る
フ
ォ
ア
ス
を
施

工
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

※
フ
ォ
ア
ス
：
用
水
と
排
水
を
一
体

的
に
管
理
で
き
る
自
動
給
排
水
シ
ス

テ
ム
で
農
地
全
体
の
均
一
な
水
分
調

整
、
水
管
理
の
省
力
化
、
節
水
に
寄
与

す
る
。 

 

〇
新
庄
南
地
区 

               

   

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
管
内
で
の

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
に
備
え
、
発
生
時
の
現
地
対
策
本
部

の
運
営
、
防
疫
作
業
に
つ
い
て
、
職
員

が
十
分
な
知
識
を
持
ち
、
万
が
一
の
発

生
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
防
疫
作
業

が
行
え
る
よ
う
に
標
記
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

所
長
挨
拶
の
後
、
全
体
研
修
で
は
、

国
内
外
の
発
生
状
況
、
発
生
時
の
防
疫

体
制
、
管
内
の
家
き
ん
飼
養
状
況
、
所

内
の
連
絡
体
制
や
役
割
分
担
の
説
明

が
各
担
当
か
ら
あ
り
、
そ
の
後
各
班

（
総
合
支
援
班
、
総
務
班
、
調
整
班
、

集
合
基
地
班
、
仮
設
基
地
班
、
消
毒
ポ

イ
ン
ト
班
）
に
分
か
れ
て
発
生
時
の
対

応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
机
上
演
習

で
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
18
県
で
52
事
例
と
大

流
行
を
起
こ
し
て
お
り
、
今
年
度
も
渡

り
鳥
が
飛
来
す
る
時
期
と
な
り
、
11

月
９
日
、
今
年
度
初
の
発
生
が
秋
田
県

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
家
畜
伝
染
性
疾

病
が
発
生
す
る
と
、
防
疫
措
置
に
よ
る

家
畜
の
殺
処
分
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

近
隣
の
家
畜
や
生
産
物
の
移
動
制
限

等
、
地
域
の
経
済
活
動
に
も
多
大
な
影

響
を
与
え
ま
す
。 

畜
産
部
は
、
今
後
も
発
生
時
の
準
備

柳
井
市
新
庄
で
、
ほ
場
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

班
別
研
修
会
の
開
催 

 

ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
の
実
証
試
験

を
行
い
ま
し
た 

ロボット草刈り機 
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は
も
と
よ
り
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
遵

守
指
導
を
徹
底
し
、
発
生
予
防
に
努
め
、

畜
産
の
振
興
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

                     

令
和
４
年
10
月
に
鹿
児
島
県
に
お

い
て
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
和
牛
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、
５
年
に
一
度
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
大
会
か
ら
新
た
に

「
高
校
及
び
農
業
大
学
校
の
部
」
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
県
代
表
校
を
選

出
す
る
予
選
会
は
来
年
７
月
に
開
催

予
定
で
、
現
在
、
田
布
施
農
工
高
校
の

生
徒
た
ち
は
予
選
突
破
を
目
指
し
、
先

生
も
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
出
場
牛
の

育
成
と
調
教
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

予
選
会
で
は
、
出
場
牛
の
体
型
が
審

査
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
審
査
中
の
牛
の

姿
勢
は
と
て
も
重
要
で
、
綱
の
引
き
手

の
い
う
こ
と
を
聞
き
入
れ
、
落
ち
着
い

て
し
っ
か
り
姿
勢
を
保
て
る
牛
は
評

価
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
生
徒

た
ち
は
、
牛
を
引
綱
で
歩
行
訓
練
さ
せ
、

四
肢
の
筋
肉
を
鍛
錬
す
る
と
と
も
に
、

繫
留
し
て
同
じ
姿
勢
を
保
て
る
よ
う

調
教
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
生
徒
た
ち
の
熱
意

に
応
え
る
べ
く
、
こ
の
取
組
を
支
援
し
、

生
徒
た
ち
の
練
習
に
時
に
参
加
し
、
助

言
・
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
    

こ
れ
か
ら
冬
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す

る
季
節
に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た
野
鳥

を
見
つ
け
た
ら
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
疑
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ほ
と
ん
ど
が
別
の
原
因
（
建
物
や

車
と
の
衝
突
死
、
エ
サ
不
足
に
よ
る
衰

弱
死
な
ど
）
で
死
亡
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
理
由
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
や
す
い
野
鳥
は
限
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。 

感
染
し
や
す
い
野
鳥
は
ハ
ク
チ
ョ

ウ
や
オ
シ
ド
リ
な
ど
の
一
部
の
カ
モ

類
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
、
カ
イ
ツ

ブ
リ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
で
す
。
県
が

死
亡
野
鳥
を
回
収
し
て
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
検
査
を
行
う
の

は
、
鳥
の
種
類
や
死
亡
数
が
検
査
の
基

準
に
該
当
す
る
場
合
の
み
に
な
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
山
口
県
（
自
然
保

護
課
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

こ
の
た
め
、
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
て

も
、
県
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
配
な
場
合
は
岩
国

農
林
水
産
事
務
所
森
林
部
（
電
話
０
８

２
７-

２
９-

１
５
６
７
）
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
死
亡
野
鳥
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
す
れ
ば
、
一
般

廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
野
生
の
鳥
獣
は
細
菌
や
寄
生

虫
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。
処
分
す
る
際
は
素

手
で
触
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、
も
し
触

っ
た
場
合
は
十
分
に
手
を
洗
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

    
 

  

「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」 

出
場
を
目
指
せ
！ 

（
田
布
施
農
工
高
校
） 高病原性鳥インフルエンザ班別研修会     

（令和３年９月２２日開催、４１名出席） 

 

 

出場牛の「きなこ」号と田布施農工高の

皆さん。「鹿児島に行くぞ！」が合言葉。 

歩行訓練中の「きなこ」号と生徒さん。毎

日放課後、交代で調教にあたっています。 

野
鳥
．
．
が
死
ん
で
い
る
の
を 

見
つ
け
た
ら 
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近
年
、
全
国
的
に
悪
質
な
密
漁
が
問

題
と
な
り
、
漁
業
活
動
や
水
産
資
源
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
漁
業
法
が
改
正
さ
れ
、
密
漁
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ
等
の
国
が
指
定
す

る
水
産
動
植
物
（
特
定
水
産
動
植
物
）

を
一
般
の
方
が
採
捕
し
た
場
合
、『
３

年
以
下
の
懲
役
又
は
３
千
万
円
以
下

の
罰
金
』
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

特
定
水
産
動
植
物
以
外
の
漁
業
権

内
容
物
（
貝
類
、
藻
類
の
ほ
か
定
着
性

水
産
動
物
）
も
一
般
の
方
が
採
捕
し
た

場
合
、
漁
業
権
侵
害
と
し
て
『
百
万
円

以
下
の
罰
金
』
に
処
せ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
柳
井
農
林

水
産
事
務
所
水
産
部
（☎

０
８
２
０-

２
２-

０
７
４
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
で
き
ま
す
。 

     

  

 

                                

                                

                                

表彰・認定おめでとうございます!! 
 

令和３年度山口県農林水産業関係表彰・認定式が、山口県庁正庁会議室において開催され、

当事務所管内から、次の方々が表彰または認定を受けられました。※敬称略 

 

【表彰】 
〇山口県農山村振興賞（団体の部） 

・柳井市生活改善実行グループ連絡協議会 

大畠特産加工開発部 

〇山口県農山村振興賞（個人の部） 

  ・大内 潔（周防大島町）   

・河村 久美子（田布施町） 

〇山口県農村中堅青年表彰 

・松重 貴志（柳井市） 

 

【認定】 
〇山口県指導農業士 

   ・齋藤 貴之（柳井市） 

 〇山口県指導漁業士 

   ・大塚 太一（田布施町） 

 ・大内 勝利（田布施町） 

 ・小松 俊昭（田布施町） 

 〇山口県青年漁業士 

   ・砂田 有輝（周防大島町） 

 

 

 今後とも、農林水産業・農山漁村の発展に向け、 

ますますのご活躍を期待しています。 

密
漁
に
対
す
る
罰
則
が 

強
化
さ
れ
ま
し
た 

県庁ホームページ 
はこちらから↓ 

 
 


